中華思想の概要

第一章　これは章のタイトルです。

第一節　中華思想の概要

（本文は９ポイントが一般的です）

最初に、中華思想とはいかなる思想であるかを整理しておきたい。

まず基本的な要素が二点ある。地理的中央意識と、文化的優越意識である。

地理的中央意識とは、みずからのいる場所を中心として世界地理が展開しているとする意識であり、それ以外は周辺であると認識することにもつながる。『尚書』（一）には王城を中心として地上を五つに分ける次のような考えかたが示されている。

五百里甸服。百里賦納總、二百里納銍、三百里納秸、四百里粟、五百里米。五百里侯服。百里采、二百里男邦、二百里諸侯。五百里綏服。三百里揆文教、二百里奮武衞。五百里要服。三百里夷、二百里蔡。五百里荒服。三百里蠻、二百里流。

（五百里は甸服。百里の賦、總を納め、二百里は銍を納め、三百里は秸を納め、四百里は粟、五百里は米。五百里は侯服。百里は采、二百里は男邦、二百里は諸侯。五百里は綏服。三百里は文教を揆り、二百里は武衞を奮ふ。五百里は要服。三百里は夷、二百里は蔡。五百里は荒服。三百里は蠻、二百里は流。）

王城を中心に地上を五百里ごとに甸服・侯服・綏服・要服・荒服の五等級に分類している。これを五服という。もっとも内側の甸服は税として農産物を納める。生産に従事する民の住む土地であるといえる。その外側の侯服は諸侯の土地であり、甸服を防備し治安を維持する役割があったという。その外五百里は綏服であり、中央と周辺の中間地帯に当たる。「綏」はやすんじるの意であり、王威により居住民を安撫する土地ということである。その外五百里は要服という。「要」は約束する・しばるといった意であり、周辺民族の居住地であるからその風俗を教化によって改変すべきであり、文化や刑法で束縛しなければならない土地であるという。もっとも遠い荒服は容易に治まらない周辺民族と流罪人のいる土地であるという。また、『周礼』（二）にはこれと似たような方式で地上を九等級に分ける九服の考えかたが示されている。

乃辨九服之邦国、方千里曰王畿、其外方五百里曰侯服、又其外方五百里曰甸服、又其外方五百里曰男服、又其外方五百里曰采服、又其外方五百里曰衛服、又其外方五百里曰蠻服、又其外方五百里曰夷服、又其外方五百里曰鎭服、又其外方五百里曰藩服。

（すなわち九服の邦国をわかち、方千里を曰く王畿、その外方五百里を曰く侯服、またその外方五百里を曰く甸服、またその外方五百里を曰く男服、またその外方五百里を曰く采服、またその外方五百里を曰く衛服、またその外方五百里を曰く蠻服、またその外方五百里を曰く夷服、またその外方五百里を曰く鎭服、またその外方五百里を曰く藩服。）

王城の周囲四方千里を王畿とし、そこからやはり外側へ向かって五百里ごとに侯服・甸服・男服・采服・衛服・蛮服・夷服・鎮服・藩服の九つに分類されている。五服、九服いずれも、中央に近いほど価値が高く、遠ざかるほど価値が低くなるという考えかたである。
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